
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471902922

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 有限会社　ハピネス

訪問調査日 令和2年10月21日

事業所名 グループホームゆりの花・武

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和3年1月8日

評価機関名 株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和2年10月21日

事　業　所　名

（ 238-0303

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホームゆりの花・武

登録定員

通い定員

令和3年1月27日

神奈川県横須賀市武1-10-5

宿泊定員

定員　計

令和3年1月8日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

令和2年度

株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成17年12月1日指 定 年 月 日

有限会社ハピネス

1471902922
平成17年12月1日

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和2年10月1日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は、有限会社ハピネスの経営です。平成15年に横須賀市の衣笠で最初
のグループホームを開設し、現在では、横須賀市内にグループホーム4事業所と小
規模多機能型居宅介護１ヶ所、東京都内でも３ヶ所のグループホームと小規模多機
能型居宅介護を１ヶ所運営しています。ここ「グループホームゆりの花・武」は、
横須賀市内で３番目に開設した事業所で、白を基調とした北米風の２階建ての建物
です。場所は、京浜急行「YRP野比駅」からバスで10分程の場所にあります。
●ゆりの花の理念「ゆっくり、一緒に、楽しむ､共に築く」を具現化するために、
毎年各ユニット毎に、独自の理念と行動目標を職員全員で事前に考え、カンファレ
ンス時に出し合いユニットの理念を掲げています。管理者は日頃から職員と積極的
に話したり、カンファレンス時に職員が意見を出しやすい環境作りを心がけ事前に
アンケートを取り、発言しずらい職員への配慮もしています。また、法人と職員の
意思疎通も図られており、毎月の会議や年1回の面接を実施しており、法人と事業
所の風通しが良い関係性になっています。
●地域との関係も良好で、事業所主催の「夏祭り」や防災訓練には、町内会や民生
委員の方も招待しています。毎年恒例の「福祉バザー」では、地域の方々と利生者
が参加し、一緒に手作り作品や家族からの寄贈品などを出品をしています。ボラン
ティアでは、メイク会や車椅子のダンスパーティー等にも来て頂き、地域の交流を
深めています。

潜在能力を最大限に生かし、生きる喜びのために予防も大切だという
ご本人の意識づけも大切にし、日々ゆっくりと共に楽しめる支援をし
ている。”人生を楽しんでいただく”喜べる日々をモットーにしてい
る。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームゆりの花・武

 ユニット名 １階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として関
わっていかれるように日常的に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている。

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

事業所理念とは別に、ユニット独自の理念を事
前に各自考えてカンファレンスにて意見を出し
合い決めている。また、その理念に添ったケア
が実施できるよう統一し具体的な行動目標をか
かげている。

ゆりの花の理念「ゆっくり、一緒に､楽しむ､共
に築く」をとは別に、毎年各ユニット毎に独自
の理念、行動目標を職員全員で事前に考え、カ
ンファレンス時に意見を出し合い決めていま
す。理念と行動目標を掲示し、日頃から理念と
行動目標に添ったケアが実施できるよう取り組
んでします。

今後の継続

ゆりの花主催のさつき祭りや餅つき会を通じ
て、地域住民との交流をはかっている。地域盆
踊りや運営推進会議などの交流する機会もあ
り、ゆりの花に対する関心や理解を得られてい
る。

地域との付き合いは、ゆりの花主催のさつき祭
りや餅つき大会を通じて、地域住民と交流を
図っています。また、地域主催の盆踊りに参加
し、交流を深めています。ボランティアでは、
メイク会、車椅子のダンスパーティー等にも来
て頂いています。

今後の継続

「さつき祭り」でホームの内外を開放し、認知
症の方々がどのような場で生活しているか周知
してもらえるようにしている。また、日常生活
の写真の載示や、手作り作品の販売を行う等の
工夫をしている。

1年間に行った行事の報告、外部評価の報告を
行っている。また、消防署の指導のもと行う防
災訓練では、AEDの訓練や実技等、実際に避難
誘導に加わってもらっている。

運営推進会議は年間6回開催しています。メン
バーは職員、民生委員、地域包括センター、地
域代表、家族、市の職員が参加して頂き、活動
状況や毎回議題や課題設け話し合いを行ってい
ます。参加者から頂いた要望、意見、アドバイ
スは記録し意見については検討した後に反映さ
せています。

今後の継続

サービス上不明な点が生じた時は、担当者に相
談をし、アドバイスや指導を受け、サービス向
上に努めている。

サービス上、不明な点が生じた際には、横須賀
市の担当職員と連絡を取り、アドバイスや指導
を受けています。運営推進会議にも市の職員が
参加し、事業所の現状を見ていただくと共に情
報交換を行っています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、身体拘束をし
ないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

その都度問題がある時は、話し合い身体拘束を
しないケアをカンファで意見を出し合い、実践
している。日頃行っているケアや業務が身体拘
束につながっていないか、利用者が安心して穏
やかに生活出来るよう、細かく話し合いしてい
る。

法人では平成30年から身体拘束等の適正化のた
めの指針が作成され、指針に基づき身体拘束委
員会を立ち上げています。職員全員が身体拘束
に関する外部、内部研修を受講し、スピーチ
ロックも含めて身体拘束に関する知識や理解を
深め、常に利用者の自由を守る体制作りを心が
けています。問題があればその都度話し合い、
身体拘束をしないケアについてカンファレンス
で意見を出し合い、ケアや業務が身体拘束につ
ながっていない確認しています。

今後の継続

研修に積極的に参加し、ｶﾝﾌｧで報告し職員全員
で再度学び虐待防止について意見交換をしてい
る。

研修に積極的に参加している。

不安を最小限におさえられるよう、当人が理
解、納得されるよう誠意を持って説明をするよ
う努めている。

面会時やケアプラン更新時等に意見や要望を聞
き、サービスに活かしている。詳しい内容につ
いては、月1回のカンファレンスを通じ、職員
に周知、徹底するように説明している。

家族からの意見、要望はや面会時、ケアプラン
更新の際にお聞きしています。意見、要望につ
いては毎月開催しているカンファレスを通じ
て、職員で話し合い、毎月お送りしているで利
用者の状態を細かくお伝えしています。また、
家族会も毎年実施しており、職員と家族間の関
係も良好で、気軽に話せる関係が構築されてい
ます。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

月1回のユニットごとのカンファレンスで出た
意見は、主任会議で代表者に報告し話し合い、
結果をカンファレンスに戻し、反映させてい
る。日頃から職員の話すことや個人での意見に
ついても話を真剣に聞くよう心がけている。

職員が意見を出しやすい環境作りを心がけてい
ます。毎月開催するカンファレスの前に事前ア
ンケートを取り、発言しずらい職員への配慮を
しています。職員からの意見は､必要に応じて､
ホーム長と相談し、速やかに意見が反映される
よう取り計らう等、迅速性・公表に留意するこ
とで、職員からの信頼を大切にしています。

今後の継続

個々の職員の得意分野、適正を見極め、役割分
担をしている。責せることで、やりがいにつな
がるよう工夫している。

入社時研修の実施、3カ月後にチェックリスト
を記入し面談を行っている。他ユニット交換研
修、他ゆりの花事業所研修も行っている。社外
研修にも積極的に参加し、各自が受けた研修が
わかるよう報告書と資料をファイリングしてい
る。

横須賀市ＧＨ協議会や、小規模事業所連係事業
等の研修に積極的に参加し、他事業所の職員と
のコミュニケーションを図っている。また、管
理者が協議会の役員を務めることもある。他事
業所の同じ立場の方々との情報交換をすること
ができている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

サービス開始前に本人、家族との面談にて傾聴
し、把握するよう努めている。本人が伝えられ
る状況にない場合は、家族から聞き取りしてい
る。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

サービス開始前の面談にて誠意を持って傾聴し
ている。初期の段階でのホームでの様子を伝え
ている。

本人、家族と話し合いの中で見極める努力をし
ている。

利用者が困っている事、楽しいことなどを考え
寄り添い支え合って信頼関係を深めている。

行事等に参加してもらっている。コロナウイル
ス感染対策の為面会が少なくなる中、日々の様
子を伝えている。

コロナウイルス感染対策以前は、面会も多く、
ご家族以外にもご友人や近隣の方などよく来て
下さり、ホームの様子や来て下さることへの感
謝、喜びを伝え、もっと気軽に来てもらえるよ
うに努めたい。ゆっくりと会話が出来る空間を
作るよう心がけている。

家族や友人、近隣の方などが多く面会に来て頂
き、ゆっくり会話ができるスペースを提供して
います。また、事業所での生活が以前の生活と
違わないように、車で自宅を見に行ったり、以
前買い物をしていた商店街で買い物をする等、
馴染みの場所の関係が途切れない工夫をしてい
ます。現在はコロナウィルスの影響で面会頻度
が減り、電話やお便りで日々の様子などをお伝
えしています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

利用者同士の談笑の時間を大切にしている。席
なども自由に座れて楽しめるようにしている。
また、協力して出来る手伝い等を頼んだりする
工夫をしている。

さつき祭りに招待したり、外出先で会った時に
は近況を尋ねる等している。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

自分の意思を伝えられない方には、積極的に話
を聞いたり、思いを感じ取り、ご家族の方にも
聞きカンファでスタッフの意見を聞いてケアプ
ランに役立てている。

入居時に本人、家族からこれまでの生活や暮ら
しを把握して、入居後は職員が日常の生活状況
などを日誌に記入し、毎月のカンファレンスで
話し合い話し合った結果を家族に報告、相談し
て家族からアドバイスを頂きその方に合った生
活が出来るよう工夫しています。自分の意思を
伝えられい方は、積極的に話を聞いたり、表情
から思いを把握することに努めています。

今後の継続

サービス開始時に本人、家族から詳しく聞いて
いる。また、ご家族にわかる範囲で書面でもら
い、全職員が目を通せるファイルに保管し把握
している。

排泄、食事、水分摂取状況の把握、残存機能の
維持のための体操等を行っている。また、居室
で休む時間等も把握するよう努めている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ケアプラン更新時には、現状を伝えたうえで希
望を聞くようにしている。どのように良い方向
へ計画を立てられるかを考えてその中で、かか
りつけ医等に相談したうえで、月1回カンファ
レンスで職員同士が意見を出し合い、ケアプラ
ンに反映させている。

ケアプランの見直しの前に事前に家族に要望を
聞き、職員全員のアンケートを取り、カンファ
レンス前に集計しケアプランを立案していま
す。その後、カンファレンスで話し合いケアプ
ランに反映させています。また、況変化の著し
い場合は､都度、ミニカンファレンスを開き、
ケアプラン変更を行っています。

今後の継続

毎日、関わった職員が個別記録をつけている。
特記事項は業務日誌にもおとし、全職員が必ず
目を通し、情報を共有し、日々のケアやケアプ
ランに反映させている。

医療連係体制、必要に応じ病院受診(送迎)、入
院先医師との早期退院に向けての情報共有。ま
た、馴染みのの場所、希望する所への外出等、
多様な支援をしている。

町内会の催し物への参加、車椅子でも入れる
ファミレスへの外食等、マンネリ化しない生活
支援をしている。

基本的には内科は月2回、精神科は月1回、歯科
は随時往診がある。委託医による健康管理がな
されており、必要に応じ、指示を仰ぎながら専
門科への受診をする等、適切な医療が受けられ
るよう支援している。体調面では昼夜問わず連
絡をし往診や受診で行っている。

入居時にかかりつけ医の確認を行い、希望によ
りかかりつけ医の往診か家族対応によるかかり
つけ医での受診を決めていただいています。内
科の往診は月2回、精神科は月1回歯科は必要に
応じて随時往診に来ていただいています。必要
に応じて専門科への受診をする等の支援をして
います。看護師は週1回の訪問もあり、利用者
の体調管理やバイタルチェックを行っていま
す。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

看護師不在時の特変事項を報告し、アドバイス
や指示を受けている。

入院した際にはお見舞いを兼ね、病院関係者に
状況を聞き、ホーム委託医に、本人、家族の意
向を含め報告し、早期退院につながるよう支援
している。退院後、スムーズにホームで受け入
れられるよう努めている。

入所時に本人、家族の意向を確認しているが、
対応が必要になった場合には、状態や気持ちの
変化に合わせ、本人、家族、ホーム、委託医等
関係者で何度も話し合い、方針を共有しながら
支援している。その都度連絡を心がけている。

入居時に「重度化した場合における対応及び看
取りに係る指針」について家族に説明して同意
を得ており、毎年家族に再度確認しています。
重度化や終末期の対応が必要になった場合に
は、主治医、本人、家族、事業所で話し合い、
方針の意向に沿った支援を行っています。ま
た、職員全員が一次救命資格のスキルアップに
励んでおり、定期的に講習を行っています。急
変時の対応については、マニュアルを作成して
おり、職員一人ひとりが対応できる体制になっ
ております。

今後の継続

職員が普通救命普及員の資格を取得しており、
定期的に講習を行っている。また、急変時の対
応についてマニュアルを作成しており、速やか
に対応できる体制作りをしている。

月1回、色々な場合を想定した避難訓練を実施
している。避難場所、公衆電話の把握も職員で
周知し合っている。年1回消防署の指導のもと
での訓練も行っており、民生委員、地域の代表
者、消防団にも参加してもらっている。

法人で「災害マニュアル」を作成し、地震・火
災・風水害の他、停電発生時における対応、災
害に応じた必要備蓄なども記載されています。
毎月1回、火災、地震、被災時の生活訓練につ
いての避難訓練を行なっています。また、年1
回消防署の立ち合いのもと、近隣の方々や民生
委員、地域の消防団にも参加して頂き、協力体
制を築いています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

不快な言葉づかいや対応はしないよう心がけて
接するよう努めている。職員はカンファで話し
合いをしている。個人の尊厳を尊重し、気持ち
になって考え発言行動を行っている。

年間研修で人格の尊重やプライバシーの確保に
ついて学び、誰が聞いても不快に感じることの
ない言葉遣いや対応を心がけています。トイレ
誘導の際など、人に聞かれたくない言葉は本人
だけに聞こえるように徹底し、人生経験の豊か
な利用者の自尊心を大切にした接し方をしてい
ます。

今後の継続

日常の会話の中で聞き出せるような工夫をして
いる。

当日の予定をお知らせすると共に、残存機能の
維持のために体操を実施。その他、観たいテレ
ビ番組に合わせて、好きな時間に入浴できるよ
うに支援している。

定期的に白髪染めや、散発を行っている。ボラ
ンティアの方によるメイクや訪問ヘアカットで
は本人の希望に沿ってカットできるように努め
ている。

献立は当日ホームで考え、コロナウイルス感染
対策前は利用者と買い物へ行き、地元野菜の店
や旬の食材を取り入れ、利用者と一緒に料理を
している。また好きな食べ物の把握や環境、パ
ンや麺、外食、出前の日を設け、おいしく、楽
しく食べることへの工夫をしている。

食事の献立は利用者の要望を聞きながら、当日
ホームで考え利用者と一緒に買い物に行って職
員と一緒に調理される方もいらっしゃいます。
また、家族で外食に行ったり出前の日を設けた
りしています。行事食では七夕・節分バイキン
グ、クリスマスパーティー、うどん作り、スイ
カ割り、庭でバーベキュー等行い利用者に食事
を楽しんで頂けるよう工夫しています。

今後の継続
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

野菜中心の献立に配慮している。また、一日を
通してバランスの良い食事に気をくばってい
る。食事、水分量はチェック表に記入して把握
している。

個々に合わせ、スポンジブラシ等を使用し、舌
の汚れ等にも気を配ってケアをしている。

排泄チェック表を活用し、個々の排泄パターン
を把握しトイレ介助をしている。一人でトイレ
で排泄が出来る事が自身につながるように支援
を行っている。

排泄チェック表を活用し、一人ひとりの排泄パ
ターンを把握し、トイレ誘導や声かけを行い、
トイレでの排泄ができるよう排泄支援を行って
います。ターミナルケア以外の方はオムツを使
用せず、パンツやリハパンで対応しています。
便秘の予防は食材に工夫し、根菜類や海藻類な
どを食事に取り入れています。

今後の継続

根菜類や海藻類など食事に取り入れ、便秘予防
を行っている。

曜日は決めているが、時間は自由にゆっくり入
れるように配慮している。入浴中に会話をした
り楽しんで入れるよう努めている。

入浴は入る曜日は決めているが、時間帯は利用
者がゆっくり入れるように本人の希望を汲み
取っています。入浴時には基本ケアとして足浴
をしながら足のマッサージをを行い、循環器の
ケアとリラクゼーションの効果につなげていま
す。また、楽しんで入って頂くように声かけを
徹底し、入浴中に会話を楽しんでい入れるよう
に努めています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

野菜中心の献立に配慮している。また、揚げ物
が続かないように気をくばっている。食事、水
分量はチェック表に記入して把握している。

効用、副作用等の記載された一覧表を個別に
ファイリングしており、職員はいつでも確認出
来るようになっている。また、誤薬防止のた
め、投薬時には複数の職員で確認してから行っ
ている。

マンネリ化した生活にならないよう、季節に応
じた行事や、日々の外出、レクリエーションを
実施している。

食材や個別の買い物、裏庭での雑草取りや外気
欲等の他、季節ごとの行事での外出をしてい
る。外出は、個々でも行けるように考え、本人
の行きたい所へ行くようにしている。遠出の外
出ができない方には日光浴や散歩など工夫して
いる。コロナウイルス感染対策のため現在はド
ライブに出かけている。

日常的な外出支援は、近隣の散歩に出掛けた
り、食材や個人の買い物、近隣のお店で食事な
どの外出する機会を設けています。事業所では
利用者の方に裏庭で雑草取りお願いしたり、外
気浴も行なっています。年間行事や家族の支援
では、旅行や外食等様々な場所に出掛けていま
す。現在は、コロナウィルスの感染対策の為、
車で出かけています。

今後の継続

ホーム主催の夏祭りや、地区のバザー等では、
一人ひとりおこづかいを用意し、好きな物を自
分で選び買い物を楽しめるよう支援している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

要望に応じ支援している。

リビングや玄関には利用者の手作り作品を飾っ
たり、季節を感じられる飾り付けをしている。
ホーム周辺、裏庭には季節の草花や家庭栽培の
野菜を植える等している。天気の良い日は、庭
で食事をとり季節を感じられるようしている。

共用空間は食事するスペースの他に、ソファー
やテレビ、音楽等、利用者の気分に合わせたリ
ラクゼーションスペースとなっており、居心地
良く過ごせる工夫をしています。玄関や共用空
間には、利用者の手作りの作品、季節を感じら
れる飾りつけや草花を飾っています。天気の良
い日には、庭で家庭栽培の野菜を植えたり、食
事を取ったりしています。

今後の継続

ダイニングテーブルの他、ソファーを設置し、
ＴＶ、ＣＤ、ラジオ等利用者の気分に合わせ使
い分け、居心地の良い場所で過ごせるよう配慮
している。

自宅で使用していた家具、家電、仏壇等はその
まま持ち込め、馴染みの物や好みの物に囲まれ
て暮らせるようになっている。好きな趣味や家
族の写真も飾っている。合わせて、事故になら
ないように気を付けている。

入居時に自宅で使用していた家具、家電など使
い慣れた物を持ち込んめる事を説明し、仏壇、
好きな趣味、家族の写真、観葉植物、椅子等を
飾り、馴染みの物に囲まれながら生活できるよ
うに支援しています。仲の良い利用者同士が自
ら居室に招き時間を共有しながら過ごされる方
もいらっしゃいます。

今後の継続

トイレの場所がわかりやすいよう、手作りの目
印を取り付ける等している。
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事業所 グループホームゆりの花
武

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1
１
３

３
４

大きな感染症が長期に
わたり発生した場合の
対応

突然の発生に備えた
ハード面とスタッフの
能力アップ

１年間

2 29

地域資源との協働を広
げ深める

地域の活性化に役立つ
行動をする事で絆を深
める。

一年間

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

コロナ感染症に学び定
期的にカンファレンス
で準備すべきハード
面、学ぶべき知識に取
り組む。

地域が潤う一端になる
には我々は何をするか
定期的にカンファレン
スで討議しチェレンジ
していく。

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

2020年12月18日
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームゆりの花・武

２階

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

管理者を筆頭に、地域との関わり方を考え実行
している。また、フロア理念に地域との結びつ
きを大切にしたスローガンを取り入れ実施して
いる。

日ごろの買い物、散歩、地域イベント、ゆりの
花のイベントの誘いを通して、コミュニケー
ションを深めていっている。ホームで地域へ開
放するバザー、地域の農協バザーに参加し、地
元との触れ合いを深めている。

地域住民からの入所相談やグループホーム内見
の希望に答え、ご家族の現在抱えている悩みや
今後の不安について、お役に立てるよう関わり
を持っている。講習会等の知識が広がる努力も
している。

民生委員の方を主とし、ゆりの花の全容を見て
いただいている。また、1年間の運営推進会議
内容を1回ごと色合いの違う課題に設定し、開
催から時間をかけて、介護にまつわる全般のご
理解がいただけるよう努めている。また、上記
の方々の意見を常に伺うように努め取り入れて
いる。
市担当職員との連絡をとり、訪問を通して、ゆ
りの花のありのままの生活を把握して頂いてい
る。また、市からの要望を事務所を通して積極
的に取り入れている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、身体拘束をし
ないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

虐待の項目の理解をスタッフ全員が把握してい
るように、年1度以上の内部研修を実施し、フ
ロア独自に「接遇係」をつくり、利用者様への
接し方について、毎月のカンファレンス時に見
直しやよりよい関わり方を話合っている。

ケアプラン更新、訪問時、特変時等、機会ある
ごとに家族の意見を積極的に尋ね、個人プラ
ン、統合プランに反映させている。家族会を行
い意見を聴集している。毎月利用者様の日常生
活の様子が記載されたフォーカス記録を家族に
送ることによって、状態把握をしていただきや
すく、家族の意見を想起しやすくしている。

スタッフ全員が身体拘束に関する外部内部研修
受講を基本とし、ドアの施錠時、つなぎ使用
時、四点柵使用時、車椅子ベルト使用時等の場
合は必ず記録に残し、事前に家族に相談を行っ
てから実施している。また、時間は必要最低限
にし、常に利用者の自由を守る体制作りをして
いる。夜間帯等のスタッフ一人体制時には、危
険回避を目的として、リビング・階段間のドア
の施錠を統一ケアとしている。又日常、言葉に
よる行動の束縛等もしない様、スタッフで厳守
している。社内に身体拘束委員会がある。

入社時オリエンテーションを初めとし、利用者
様のあるべき権利について説明や研修を定期的
に実施している。外部研修や介護福祉士取得の
学びを通して、またさらに深く各人が学び強化
している。

事務局と主任が中心となり実施している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつく
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

内部研修の実施、各スタッフが研修ファイルを持ち、全般分野
の研修が偏りなく受講できるよう記録を残している。介護は多
岐分野の学びが必要であることから、カンファレンスで環境、
接遇、入浴、排泄、食事、業務、アクティブケアの視点からの
見直しや改善を常に図り、毎年各担当を個人のスキルに合わせ
て、年一回の主任スタッフ面談の実施時に、年間目標を設け、
スキルアップを図っている。グループダイナミクスを取り入れ
ている。又、スタッフ全員が救命講習を受けている（常勤者全
員が普及員である）。

スタッフが意見を出しやすいフロア環境づくりを基本とし、ス
タッフの公の場としてカンファレンス時、プライベート(主任
とスタッフが個人的に話をする機会)の両面で出たアイデア問
題点を速やかにホーム長に報告を行い、事案が迅速に反映する
ように努力している。迅速度や公表性に留意しスタッフからの
信頼度を大切にしている。カンファレンス前に事前アンケート
を取っている。日誌を有効活用し、情報の共有化と共に気づき
の機会をより多くしている。
スタッフの成長状況に合わせた目標を各自が持ち、自分の成長
がわかるような体制作りをしている。また、係、担当を各ス
タッフが持ち、多面的仕事理解を深めることができるようなし
くみがある。先輩層が後輩層を教育する体制を取り入れ、相互
の成長が計れるようにしている。その成長状況をホーム長に常
に報告し、給与反映出来るよう努めている。プライベートも大
切にし、有給休暇を自由に使える環境作り、働き手の人生ス
テージに添える勤務体制づくりを務めている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

スタッフとのコミュニケーションを深めるとともに、仲間作り
のサポートをしていく。新しい環境の中で、全てが不安材料で
あることをスタッフ全員が理解した上でのケアを行っている。
本人の主訴とスタッフ観察による“サポートが必要な点”を
日々日誌・フォーカス記録に残し情報を共有化し、スタッフ全
員がご本人の状態を理解出来る環境づくりをしている。特に入
所３か月は小さい変化や気づきを大切にし、ミニカンファレン
スを細目に行い、細やかなケアができる様に努めている。又、
家族と連絡を細目にとり、ご自宅での生活リズム生活習慣がグ
ループホームでも続けられるように支援している。

ＧＨ協議会等の研修会、交換研修、懇親会、エリア会議と
通し、スタッフの交流を図っている。又、西地区の福祉バ
ザー参加にて、幅広い交流を図っている。
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外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

家族からの入居前後両面のアセスメントから、ご家族の要
望を取り入れている。また、入所当初は細目に連絡を取
り、入所前の聞き取り等では、不明な事柄をお聞きし、ご
本人の通常生活スタイルにより近づける努力をしている。
利用者様の入所から1カ月間の写真はより多く、日常生活の
様子を撮りフォーカス記録とともに家族へ送り、利用者様
のそのままの姿がわかるように支援している。また、小さ
な変化やできごとがあれば電話やメール・ＬＩＮＥで報告
している。

入所前後のアセスメントを基に、ケアプランを作成した上
で、スタッフ全員がフォーカス記録、日誌を中心に利用者
様の観察記録を行い、本人の困っている点、ケアプラン以
外に必要としている支援、ご家族との関係をよりよいもの
にしていく為の支援体制について、プラン追加変更してい
く。意向が変われば、適宜家族と話し合いケアプランの変
更をかけている。

グループホームは今まで過ごしてきた家庭の延長であり、
生活の場であることを基本としている。ご自分のしてきた
こと、得意とすること、ご自分がやりがいを感じているこ
とをここで発揮する援助をしている。スタッフ間の情報を
共有し、利用者様自身の出来ること、役割、したいことを
その人のペースで出来るような環境を作っている。利用者
同士の関りも大きな喜びやご自身存在の肯定になることか
ら、より良い関係性が築かれるようにバックアップしてい
る。毎日役割分担の上、生活を営んでいる。

認知症を発症した利用者と関わってきたご家族には、様々
なご苦労があったと察した支援が必要だとスタッフ全員が
カンファレンスや研修を通して学んでいる、利用者様とご
家族の関係性によって多様なふれあい方があるので、各々
に合わせた支援を心がけている。(今までの生活歴、家族関
係を重視し、ご本人とご家族のきずながより深まるよう
図っている)。又年間多数あるイベントや面会を通してご家
族との絆がより深まる様な配慮をスタッフ一同が心がけて
いる（その方法をカンファレンス等を通し、学んでいる）

入居により生活が全く違うものにならないような工夫して
いる。例：ドライブで自宅を見に行く。今迄買い物をして
いた商店街で買い物をする。よく釣りをした場所へ行く。
若かりし頃通った学校を見に行く。市内の行事参加・観光
を頻繁にする。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

イベントのお誘いやお手紙を出し、友人ご家族と交流があ
る。ご家族側から積極的に今居る利用者へ役立てる品々を
届けて下さったり、「母の居た所を懐かしく思う」との言
葉と共に遊びに来て下さっている。また、新しい利用者様
の紹介ケースが多い。毎年バザーの出品にご協力くださ
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

それぞれの相性、生活歴等を考え、利用者同士がより友好
的関係が作れるような環境づくりをスタッフ一丸となって
行っている。仲良い同士の入浴や個人外出など。仲間がい
ることで生活の輝きが強くなる事を、スタッフ一同が理解
している。掃除、食事作りの助け合いも信頼を深める機会
となっている。席は固定せず、御自分の意志で人間関係を
作りやすい様にしている。

利用者様全員のライフスタイルや喜びがどこにあるのか、
人間関係はどのような形がご本人にとって好ましいのか、
毎月のカンファレンスで話し合い、日誌(昼夜共に観察)に
皆でこまめに情報を記入し、ご家族への相談を通して常に
より詳しく把握し調整する様に努力している。タイムスケ
ジュールから外れた支援（例：夜中の過ごし方・個人外
出・好きな時間の入浴・嗜好品の求めに対応）も行い、各
自が楽しく暮らせるよう、スタッフ全員で取り組んでい
る。

入所前後のアセスメントを通し暮しの把握をしている。入
所によって生活スタイルが変化し、帰りたい気持ちが強い
時期には、本人の身体に無理がない程度で家に帰る支援も
行っている。“もう家には帰れない”という印象は抱かな
いように、こだわりを持って支援している。これまでの暮
らしを断片的に多分野で取り組むことで（買い物の場所・
一時帰宅・家の周りの散歩・友人の面会・自宅へドライ
ブ）の満足感の支援につなげている。

個人の健康状態を主治医と連携を密にとりながら管理して
いる。24時間体制の医療連携により迅速対応可能な環境で
ある。体調の変化は、日勤帯と夜勤帯がきめ細やかな申し
送り・記録を行い、改善が認められるまで観察の継続を
し、その経過を月1回のご家族へのお便りとして届けてい
る。タイムスケジュール重視ではなくリラックスできるそ
れぞれのリズムに沿った暮らしを支援している。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

あらかじめ家族にモニタリングした上で、ス
タッフ全員のアンケートを取り、カンファ前に
集計し介護計画を立案している。また、状況変
化の著しい場合は、こまめにミニカンファレン
スを実施しプラン変更を行い、変化に応じる努
力をしている。本人が喜ぶこと・嫌なことは何
かを全員で把握し、よりよい生活が送れるよう
にしている。

個別記録(フォーカス)に日勤帯は3人のスタッ
フが気づきを記入し、連動し夜勤者がその後の
様子を記入するしくみになっている。特記事項
は申し送り時に念入りに口頭で細やかに伝達し
ている。

ご自分が暮らしてきた所との接点を持つよう努
めている。また、グループホームの地域性も活
かし、外出やボランティア来訪等を通して楽し
んでいただいている。

かかりつけ医は24時間体制で診ている。医師所見は
迅速に御家族に正確に伝えている。より詳しい説明
を必要とする場合は、3者立合いとしている。ケア方
針については、本人家族の意向を主に体制を整えて
いる。血液検査の詳細をご家族にタイムリーにお渡
ししている。ドクターがより診断しやすいように、
体の異変があった時には、タイムテーブル表にバイ
タル（BP・P・KT・SPO2）、食事・水分量・排泄・睡
眠についてと、変化内容を詳しく記載し平常にもど
るまで毎朝FAXしている、又そのデータを家族が見れ
るようにしている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

週1回の看護師の関わりプラス、主治医Ｄｒの
月2回以上の訪問がある。またＤｒとの連携は
24時間体制にある。利用者様の変化をより正確
迅速に伝えるためにＯＡ機を活用、発見時状態
を写真・動画で報告する努力をしている。

入院時、利用者様の心身状況の細かなデータを提供し病院
側に把握して頂いている。また、フロア責任者が定期的に
ご本人に面会し、病院側とも連絡を取り合っている。退院
前にはホームに戻ってきた時に最適な対応（事故防止・食
事治療・水分摂取・排泄・睡眠管理）ができるように細か
くアセスメントをとっている。入院中に御家族が抱える問
題等の支援もしている。

上記同様。東日本大震災時の教訓を生かし、被災時
に必要な養生テープ等・避難食・あかり・暖の確保
をしている。食を電気等使わない等の訓練も取り入
れている。又予防に努め、火を出さない為の取り決
め、入浴時の被災対応も練習と備えている。

主治医の医学的見解をご家族に報告し、これからの起こり
うる段階についてお伝えし、本人・家族の意向に添えるよ
うな支援を一番大切にして組み立てていく。また、段階ご
とに意向を変えたいときには迅速に対応、カンファレンス
を開き全スタッフで話し合い、本人が苦しい思いをしない
ように、又安らげることは何かを考えたプランを立て直し
ている。御家族の思いを尊重し不安に寄り添う事、後悔の
無い歩みが出来るよう支援している。

スタッフ全委員が一次救命資格のスキルアップに励
んでいる。常勤者全員が普及員（消防）の資格を
もっている。毎月1回以上の避難訓練の実施(火事・
地震・被災時の生活訓練の３パターンを各月実施）
年1回の消防署・地域住人も関わる事業所全体の訓練
の実施をしている。※訓練は必ず利用者も参加して
いる。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

人に聞かれたくない言葉は、本人だけに聞こえるよう徹
底。人生経験の豊かな利用者様の自尊心を大切にした接し
方をする。人によって考え方や暮らし方が違うことを理解
する。プライベートタイムに介入する時は必ず知らせてか
ら行う。病気や老いによって人格まで否定されたと感じる
ことのないように、本来の姿を見出した接し方を努める
等々を接遇研修として毎月行っている。親しき中にも礼儀
をわきまえ事を基本としている。

例：ゴルフの打ちっぱなしに行く。住み慣れた街で買い物
する。嗜好品や衣料品を自分で選びショッピングする。自
宅の様子を見に行く。｢晴れた日は海に行きたい｣等、その
日のリクエストに極力応える。タイムスケジュールに縛ら
れない支援を大切にする。希望を出さない利用者様にはこ
ちらから提案し外出・趣味に触れていただき喜びを蘇らせ
る様に務めている。

基本的スケジュールはあるが、食事・入浴・睡
眠時間の変更は柔軟に行い、利用者様の心身の
健康状態・気候に合わせたその日毎の計画を大
切にしている。ＧＨは家庭の延長線上なので臨
機応変に行動をかえて対応している。

段々と自らでの決定が出来なくなっていく現状の中、“お
しゃれを楽しみたい”“きれいでいたい”“いつまでも変
わらずにいたい”という気持ちに添った支援をし、本人の
昔からの好みに合わせた衣服のコーディネートの手伝い、
外出時の口紅・ネイルを楽しむ等、ご本人たちが満足や癒
される工夫をしている。地域ボタンティアによる、化粧・
ネイルアートを取り入れている。

コロナウイルス流行時は買い物へ行けないが、基本は利用
者様と共に買い物をして四季の食材に触れ共に調理してい
る。歩行が出来る限り自分のお膳は自分で下膳していただ
き、食後は全員で片づけをしている。バイキングパー
ティーを取り入れ季節ごとの色合いを出し存分に食べ飲ん
で楽しんでいただいている。外食・出前も実施。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

1日単位の食事水分摂取表と排泄状況表、健康状態(肌や腹
部を主に)をリンクさせ管理している。日夜の連携を密に図
り、24時間観察すべき点がぶれないよう徹底している（一
日２回の全身チェック）。また、個人の必要量をＤｒと連
携をとりながら設定し、其々に適した摂取量の調整を常に
図っている。糖尿病・腎臓病・膵臓病等の持病に合わせた
個別対応（療養食の提供）・嫌いなものの把握をしてい
る。

必要な利用者様には、マッサージ、アイシン
グ、舌の衛生管理をしている。衛生面にとどま
らず、昼夜は食前に嚥下体操を実施し、機能上
昇や維持に努めている。歯ブラシだけではなく
糸ようじ・歯間ブラシを使用。

ターミナル以外はオムツは使用していない。そ
の人に合った大まかなリズムを把握し、無理の
ない声かけとパンツやリハパン内の衛生管理を
している。尿失禁のある利用者・糖尿病の利用
者は毎朝陰部洗浄をしている。

食材に工夫をし、オリゴ糖、キノコ類、繊維の豊富な野菜
を多く常に取り入れている。飲水摂取水分量は１日１リッ
トルを基準にしている。食事提供形態の調整、しっかりと
使える義歯の管理をしている。歩行可能者は散歩の声掛け
をしている。医療面での調整もしている。腹部マッサー
ジ・排便しやすい姿勢も大切にしている。

入浴の勧いは、楽しんで入って頂く声かけの徹底をしてい
る。温泉に行くこともある。親しい利用者様同士裸の付き
合いを好んでしているケースもある。時間帯についても、
本人の希望を最大限取り入れている。入浴時には基本ケア
として足浴をしながら足のマッサージを実施し、循環器の
ケアとリラクゼーションの効果につなげている。季節に応
じて薔薇湯・ゆずやミカン湯・しょうぶ湯・ハーブ（ロー
ズマリー・センテッドゼラニウム）湯を楽しんでいただい
ている。入浴困難時は足浴手浴をしているが最後まで浴槽
に浸かる支援をしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

人間の体のしくみについて、フロア内研修を定期的に行
い、サーカディアンシステムや日光の影響、夜間目の中に
強い光が入った場合の学びをしている。ベット上の生活に
なった利用者様には、リンパマッサージや手足浴の実施も
取り入れている。前夜の睡眠状態に合わせ昼寝を促した
り、その人にあった睡眠サイクルを尊重した支援をしてい
る（タイムスケジュールに合わせて無理に起こしたりしな
い）。

服薬内容変更の際、日誌に副作用症状を含めた詳細
を記載、1か月単位で様子観察しＤｒ報告している。
服薬時トリプルチェック確認を基本とし、誤薬防止
に取り組んでいる。飲み終わるまで必ず見守りをし
ている。希望に応じてジェネリックの利用をしてい
る。睡眠薬は出来るだけ使用しなくて良い様にメン
タル・フィジカル面で支援している。

得意分野興味の深い分野を担当していただき、日々
の生活で活躍していただいている（例：野菜切り・
食器拭き・洗濯畳み・モップ掛け・力仕事・水撒
き・嚥下体操の先導）、嗜好品についてはタバコ・
お酒を楽しんでいる。楽しみ事はコロナウイルス流
行から外部との接触を断っているため半減している
が、ドライブ・園芸・音楽を其々楽しんでいる。

令和２年２月からはコロナウイルス流行のため
自粛している。

お金を持ちたい方は、ご家族に相談の上所持し
ている。バザーや買い物の際、ご自分の好きな
物を自由に購入されている。スタッフがそばで
気づかれないようにしながら、金銭の把握をし
ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

本人、ご家族へ、24時間連絡可能であることはお伝
えしてある。また、利用者様とご家族の絆が、ご本
人にとって最も生きる力になることをスタッフ全員
が学び、色々な方法で絆が持てるように実施してい
る。訪問時の写真や手紙を居室に貼る。こちらから
(利用者様から)ご家族にも電話をする、ＬＩＮＥに
よりリアルタイムで交流していただくこともある。

季節がわかる草花を育て飾っている、決して子
供っぽくならないような雰囲気作りを心がけて
いる。その時に合った光度、湿度、温度管理を
している。また、施設臭がつかない努力を徹底
している。バルーン使用・人口膀胱者の尿臭が
出ないよう、１日２回の交換・消毒を実施して
いる。

リビングだけをパブリックスペースとせず、一
人で寛げる場所作りもしている（ソファを３か
所に設置）。テーブルを2つに分け、席は決め
ずに自由席としている。

ご自分の使い慣れた家具や持ち物に囲まれた生活支
援をしている。仲の良い同士が自らの居室に招き時
間を共有し楽しんでいる。寝たきりになった時には
窓の外を楽しめるように家具の配置を工夫をした
り、観葉植物や季節の花を飾り、風を取り込んだ
り、ポスターを張ったり、壁紙シールで雰囲気づく
りをしている。

ハード面での安全性について、明度や質感、視
覚に気を配り、見渡しやすさ、動きやすさを心
がけている。環境にあった身に着ける物にも留
意している。
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事業所 グループホームゆりの花
武

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1
１
３

３
４

大きな感染症が長期に
わたり発生した場合の
対応

突然の発生に備えた
ハード面とスタッフの
能力アップ

１年間

2 29

地域資源との協働を広
げ深める

地域の活性化に役立つ
行動をする事で絆を深
める。

一年間

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

コロナ感染症に学び定
期的にカンファレンス
で準備すべきハード
面、学ぶべき知識に取
り組む。

地域が潤う一端になる
には我々は何をするか
定期的にカンファレン
スで討議しチェレンジ
していく。

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

2020年12月18日
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